＜第1部 基調講演＞障がい者スポーツの魅力と可能性 : パラリンピックを通して（シンポジウム，スポーツレガシーシリーズ Vol.8 OLYMPIC PARALYMPIC : 一体のレガシー，専修大学生田キャンパス10号館10202教室，2015年11月11日開催） by 高橋 明 & 富川 理充
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専修大学スポーツ研究所公開シンポジウム2015報告
比較した不便さもあるでしょう。ですから私は
障がいのある人という言い方をします。
　最後にこの映像を見て終わろうと思います。
これはある中学校で実際にあった物語です。運
動会で大縄跳びをすることになりました。何分
間で何回跳んだかを競います。引っ掛かっても
時間内ならもう一度繰り返しができます。けれ
どもあるクラスに運動能力の低い生徒が1人い
ました。そのクラスでは、その子を声掛け役、回
数の数え役にしていました。運動会の前日にな
って、ある1人の生徒が「先生、運動会は皆で
楽しむものでしょう。その子だけを声掛け役、
数え役に回さずに皆で跳ぼう」と言い出しまし
た。そのクラスは運動会の前日に討議になりま
した。その子を前半だけ入れて後半は声掛け役
にしよう。いやいや中学3年生の最後の運動会
で勝ちたいから、その子を今までどおり声掛け
役、数え役にしておこう。負けても良いから皆
で跳ぼうという意見など、さまざまな意見が出
ました。最終的には皆で跳んだということです
が、静岡県のある中学校で実際にあった物語で
す。ある新聞に投稿があって、この映像ができ
ました。ぜひ最後のまとめとして見てください。
ある中学校で実際にあった物語です。
映像制作　みんなで跳んだ（財）共用品推進機
構、花王（株）情報センター　2000年1月
高橋　皆、足元を見てごらんということです。
五体満足に満足している自分がいます。でもこ
の社会には様々な特徴、特性、個性を持った人
たちがいます。一人一人の違いを認めあい、特
徴を生かすことは大切なことだと思います。パ
ラリンピックの創始者のDr,Guttmannが「失っ
た機能を数えるな、残った機能を最大限に生か
せ」と障がいのある人たちを励ました言葉を思
い出し、障がいに目を向けるのではなく、能力に
目を向けることが大切だと思います。障がいへ
の理解に今日の講話が役立てば嬉しく思いま
す。きょうは障がい者のスポーツ、パラリンピ
ックを通してというタイトルでお話をしました。
皆さんにお渡ししているこのテキストの中に、そ
の魅力と可能性はしっかりと書いてありますの
で、それを読んでいただければ幸いです。
　またこの後のシンポジウムのところでも少し
語ろうと思います。ちょうど時間になりました。
ご清聴ありがとうございました。
富川　高橋先生、本当にどうもありがとうござ
いました。もしよろしければ、フロアの学生た
ちからいくつか質疑をしてもよろしいでしょう
か。せっかくなので質問があれば発言してくだ
さい。いませんか。高橋先生は関西に住まわれ
ていますが、今週は7日から10日間くらい、東
京・関西・東京・関西・東京・関西と往復され
ていて、きょうはちょうど中日の東京へのご講演
でした。なかなか専修大学に来てくれることは
ないと思いますので、ぜひ質問のある人はこの
際なのでしておいたほうが良いと思います。
高橋　皆さん、オリンピックは障がい者も出ら
れると知っていますか。過去に車いすのアーチ
ェリーの選手や、先ほど見せた両足がないピス
トリウスもオリンピックに出ています。また弱視
の陸上競技の選手も出ています。片腕のない卓
球選手がロンドン五輪では愛ちゃんと戦いまし
た。オリンピックは障がいのある方も出られま
す。子どもから高齢者まで出られます。去年の
ソチでは中学生がスノーボ ドーでメダルを取っ
ていました。中学生の子どもです。そして法華
津さんのように70数歳の馬術選手も出ていま
す。高齢者です。65歳以上は高齢者です。で
すから子どもから高齢者まで、そして障がいの
ある人も出られるのがオリンピックです。です
からパラリンピックはムーブメントとは違いま
す。そこをしっかりと理解して、5年後のオリン
ピックもパラリンピックもしっかりと見ていた
だきたいと思います。
富川　どうでしょうか。
高橋　やりにくいですか。
富川　大丈夫です。迫力はありますが、温かい
人で怖くありませんので大丈夫だと思います。
高橋　この列の一番後ろの眼鏡を掛けている
人、感想でも言ってくれませんか。嫌な顔をしな
いでお願いします。一番後ろに座ったから、少
し感想だけでも言ってください。先生ではなく、
学生さんですね。
質問者１　はい。失ったものを数えるな、残っ
たものを生かせという言葉は、やはり僕たちに
も生かせる言葉だと思います。この講演でその
言葉が聞けたのはとても良かったと思います。
高橋　ありがとう。その横の人はどうですか。
急に当ててごめんなさい。
質問者２　感想でいいですか。僕はあまり障が
い者のことをよく見ていなかったというか、気に
してもいませんでしたが、同じ目線で考えること
ができるようになれるかもしれないと思ってい
ます。こういう経験を見ることができて、考え方
が変わるような講義ではあったと思います。
高橋　ありがとう。失礼ですが、きょう君が片
足を事故でなくしたら、特別な自分になるのか
というとそうではないでしょう。君の人格はず
っと一緒です。当然想像はつかないでしょうが、
そういうことも含めて考えてもらえたらと思い
ます。ありがとう。
質問者３　本当にいろいろと興味深いお話で
した。実は僕はスポーツというものが大嫌いで
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す。実際に僕が、先ほどの映像にあった縄跳び
で、クラスで跳べない子だったとしたら、絶対に
跳びたくないと言います。そういう人も世の中
には絶対にいるので、そういう人たちがオリン
ピック・パラリンピックを楽しもうと思ったら、
一体どういうところを注意して楽しめばいいと
思われますか。
高橋　スポーツが嫌いだけれど、今映像を見て
どう感じたか分かりませんが、そういう考えを持
ったわけです。それが大事だと思います。スポー
ツをしようではなく、この映像を見たり、私の話
を聞いたりして、こういう考え方もあるのかと、
こういう生き方をしている人もいるのかと、わず
かな工夫でできそうもなかったこともできるの
かと、そう理解してもらえたら、パラリンピック
を通して障がい者スポーツの魅力が分かると
思います。ですからスポーツをする必要はあり
ません。嫌いなら嫌いでいいと思います。いろ
いろな人がいます。障がい者の中にもスポーツ
が嫌いな人はたくさんいるでしょう。それは同
じ人間だから、いろいろな考え方があるのは当
然です。ですが、きょう私の話を聞いて、見てく
ださったことで疑問を持ち、こうして答えてくれ
たことが大事なのです。ですから無理にするこ
とはありません。しかしこうして少しでも考えて
くれたことが、障がい者のスポーツを通して、私
は大事なことだと思っています。可能性がある、
弱者ではないのです。もちろん弱者もいます。
けれども障がいがなくても弱者はいます。障が
いがあるからすなわち弱者ではなく、いろいろ
な工夫で可能性もあるということも含めて知っ
ていただけたら、きょう私がしゃべったことが有
意義に生かせるのではないかと私は思っていま
す。
富川　シンポジウムがあるので、前半第1部の
最後のご質問になります。よろしくお願いしま
す。
質問者４　僕は現在卒業論文で障がい者スポ
ーツに関する研究しています。その中でブライ
ンドサッカーに注目していて、実際にこの前ブ
ラインドサッカーをしてみて自分の無力さを知
ったというか、そういうところがありました。あ
らためて高橋さんは、なぜスポーツの中でも障
がい者スポーツに携わろうと思ったのかお聞き
したいです。
高橋　単純に答えたら、やはり障がいのある人
たちができたという喜びです。われわれなら1
週間2週間でできることが、1年2年かかること
もあります。ですが継続は力なりで、できたとき
の喜びは非常に大きいのです。それを私はスポ
ーツの力として感じました。だから大学を出て
すぐにこの世界に入りました。41年前のことで
す。障がい者のスポーツの指導法も何もなかっ
た時代です。われわれは手探りで成長し、また、
障がいのある人から教えてもらったことも数多
くあります。例えばこういうふうに介助してくだ
さいなど、障がいのある人から教えてもらいま
した。水泳を例にとると、25メ トールプールの
飛び込み台から25メ トール先の壁にタッチで
きたときの喜びはとても大きいのです。爆発的
なエネルギーと自信に繋がります。私も小学校
4年生で25メ トールを泳ぎきることができまし
た。それをいまだに覚えています。向こうの壁
にタッチできたときの喜びはよく覚えています。
指導者も障がいのある人も共に出来た喜びを
共有できる。それが指導者の喜びであり、生き
がいに繋がると思っています。このような喜び
を共有できることが41年間、この仕事に関われ
ている、また、この仕事を選択して良かったなと
思っています。
富川　高橋先生、大変貴重なお話をありがとう
ございました。もう一度大きな拍手をお願いし
ます。
高橋　どうもありがとう。
